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ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ
ン
ー
年

　
「
バ
ン
コ
ク
西
尾
英
之
」

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
昨
年
５

月
、
死
者
・
行
方
不
明
者

1
4
万
人
を
出
し
た
サ
イ
ク

ロ
ン
「
ナ
ル
ギ
ス
」
の
襲

来
か
ら
２
日
で
１
年
。
ア

ジ
ア
有
数
の
穀
倉
地
帯
で

あ
る
イ
ラ
ワ
ジ
川
河
口
デ

ル
タ
地
帯
で
は
、
海
水
の

逆
流
を
防
ぐ
堤
防
が
ナ
ル

ギ
ス
の
直
撃
で
破
壊
さ
れ

た
ま
ま
で
、
水
田
へ
の
海

水
流
入
が
続
い
て
い
る
。

現
地
で
農
業
復
興
支
援
に

あ
た
る
国
連
食
糧
農
業
機

関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
今
井
伸

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
代
表
（
6
0
）

は
「
堤
防
修
復
に
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
、
デ
ル
タ
の

コ
メ
生
産
は
回
復
し
な

い
」
と
訴
え
る
。

海水流入続く水田
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今
井
代
表
に
よ
る
と
、

同
デ
ル
タ
で
は
、
乾
期
に

川
の
水
量
が
減
る
と
海
水

９簡易住宅のサイク
ロンの被災者＠救援
物資を運ぶ赤十字ボ
ランティアと被災者
＝撮影日は不明oい
ずれも日本赤十字社
提供
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海
水
が
流
入
し
た
水
田
で
｝
　
軍
事
政
権
は
昨
年
後
半

は
、
作
付
け
を
し
て
も
Ｉ

訟
あ
た
り
の
生
産
量
が
被

が
逆
流
し
て
水
田
に
男
災
前
の
５
弛
か
ら
Ｉ
弛
程

入
、
稲
作
が
困
難
に
な
る
。
・
度
に
落
ち
込
ん
だ
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
数
十
｝
　
　
　
塩
分
は
雨
期
に
上
流
か

年
前
か
ら
世
界
銀
行
の
支
一
ら
の
真
水
で
あ
る
程
度
、

援
も
受
け
て
総
延
長
１
０
簑
い
流
さ
れ
る
。
し
か
し

０
０
♂
に
及
ぶ
堤
防
が
建
」
堤
防
や
水
門
が
未
修
復
の

設
さ
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
ま
ま
で
は
、
乾
期
の
た
び

　
ナ
ル
ギ
ス
は
こ
の
　
　
　
に
海
水
が
流
れ
込
み
、
何

や
各
地
に
設
置
さ
れ

四
心
二

年
た
っ
て
も
生
産
は
回
復

門
を
ほ
ぼ
完
全
に
破
壊
。
一
し
な
い
。

自
立
向
け
支
援
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
ら

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
支
援
活

動
を
続
け
る
非
政
府
組
織

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
の
関
係

者
に
、
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災

地
の
現
状
や
今
後
の
課
題

を
聞
い
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
国
際
部

の
粉
川
直
樹
さ
ん
（
5
6
）
は

　
「
3
0
年
開
、
世
界
の
被
災

地
を
見
て
き
た
が
、
住
環

境
は
今
回
が
一
番
ひ
ど

い
。
竹
や
ヤ
シ
な
ど
で
補

修
し
た
だ
け
の
家
は
、
ま

た
サ
イ
ク
ロ
ン
が
来
れ
ば

耐
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
高

潮
が
来
た
時
に
避
難
す
る

施
設
が
な
く
、
避
難
場
所

確
保
の
た
め
に
も
学
校
の

再
建
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
語
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
難
民
を
助
け

学
校
や
診
療
所
の
再
建
も
感
会
」
（
東
京
都
品
川
区
）

の
野
際
紗
綾
子
さ
ん
（
3
2
）

は
「
漁
師
や
農
民
は
仕
事

に
欠
か
せ
な
い
網
や
水
牛

を
失
い
、
食
べ
る
の
に
も

困
っ
て
い
る
。
援
助
を
続

け
て
生
活
の
糧
を
取
り
戻

さ
せ
な
け
れ
ば
困
窮
状
態

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
」
と

自
立
支
援
の
重
要
さ
を
指

摘
す
る
。

　
　
「
国
境
な
き
医
師
団
」

　
、
独
自
に
堤
防
の
修
復

八
に
］
り
出
し
た
が
、
「
応

一
息
修
理
」
に
と
ど
ま
っ
て

一
ぃ
る
。

一
　
一
方
で
国
際
社
会
に
と

こ

て
堤
防
修
復
は
、
イ
ン

　
フ
ラ
整
備
へ
の
援
助
を
禁

回

る
欧
米
の
対
軍
事
政
権

一
経
済
制
裁
に
触
れ
る
恐
れ

　
　
　
り
、
支
援
し
づ
ら
ぃ

こ
匹
］
だ
と
ぃ
う
。

　
　
穀
倉
地
帯
へ
の
サ
イ
ク

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
担
当
、
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
・
マ
ッ
ト
さ

ん
（
3
8
）
は
、
「
家
族
を
失

っ
た
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外

傷
）
に
苦
し
む
被
災
者
は
、

同
じ
季
節
を
迎
え
、
症
状

が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
引
き
続
き
、
精
神
面

の
ケ
ア
も
大
切
だ
」
と
話

す
。

　
　
　
　
　
「
宮
川
裕
章
」

㎜ ㎜ ■ ■ ■ I

ロ
ン
直
撃
で
、
全
国
的
な

食
糧
不
足
へ
の
懸
念
が
強

ま
っ
た
が
、
軍
事
政
権
は

被
災
地
以
外
の
増
産
で
対

応
。
全
国
の
コ
メ
生
産
量

は
前
年
比
３
価
程
度
の
減

少
に
と
ど
ま
り
、
食
糧
危

機
は
回
避
さ
れ
た
。
だ
が
、

予
定
さ
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
サ
イ
ク
ロ
ン
が
来
れ
ば
ま

シ
ュ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
ヘ
の

約
4
0
万
勁
の
輸
出
が
中
止

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
国
で
の

食
稲
事
情
悪
化
に
つ
な
が

っ
た
。

　
今
井
代
表
は
「
堤
防
が

壊
れ
た
ま
ま
で
は
、
次
に

た
住
民
の
命
が
失
わ
れ

る
。
ヒ
ュ
ー
ー
‘
マ
ン
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
（
人
間
の
安
全

保
障
）
や
ア
ジ
ア
全
体
の

食
糧
安
全
保
障
の
立
場
か

ら
も
堤
防
修
復
を
支
援
す

べ
き
だ
」
と
強
調
す
る
。
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